
新川国民学校と豊橋大空襲 

 

 

《 豊  橋  大  空  襲  と は 》 

昭和 20 年 6 月 19 日深夜、豊橋の上空に約 90 機の B29 が

飛来し、焼夷弾の雨を降らせた。2 時間余りの攻撃で、市街地の

ほとんどが焼野原と化した。全戸数の 70％が焼失し、624 人の

死者と 344 人の負傷者を出した。被災者たちは、夜露をしのぐ場所として、本校に身を

寄せた。その人数は百数十名であった。間もなく赤痢が流行し、本校の体育館は、臨時の

病院として、患者が多数収容された。空襲後の赤痢によって 385 名もの人が亡くなった。  

 

新川小学校に残る「昭和二十年の学校日誌」に、空襲直後の様子が記されている。  
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【昭和二十年六月十九日】 

午後十一時三六分警報発令  約九〇機ノ

敵機ニナル 午前四時頃マデ引ツヅキ来襲  

焼夷弾ヲ主トシテ投下  火災発生ヲ見ル 

校舎二階に工作室ニ火災発生セレモ 校地

各地ニ焼夷弾落下セレモ 消火ス 

【昭和二十年六月二十日】 

Ａ  大空襲 昨夜十一時半ヨリ大空襲  

アリ 小型焼夷弾驟雨ノ如ク降リ□  

 

Ｂ  戦災者百数十名 各教室ニテ宿泊  
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豊橋大空襲から約 2 か月後の昭和 20 年 8 月 15 日正午、天皇陛下の玉音放送によって長

かった戦争にピリオドが打たれた。終戦時の本校の様子も、学校日誌に記されている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【昭和二十年八月十六日】 

一  全児童に重大発表を告ぐ  

教頭先生より将来必ず児童として  

立たんことを欲して 

【昭和二十年八月十五日】 

一  重大発表アリ 

職員一同  悲嘆ノ涙ニクレル 

《先生の悲しい死》 

空襲後の避難所となった本校で

は、高橋五郎校長が、被災者の収容

対応と学校教育の正常化に尽力し

ていた。他の職員数名とともに学校

に泊り、対策や処置の指揮をとっ

た。しかし、流行する赤痢患者の看

病にあたる中で自身も赤痢に倒れ、

昭和 20 年 7 月 15 日、自らの学校

の床で息絶えた。  豊橋大空襲後の札木通り 

  

（参考）「新川小学校 85 年の歩み」                    新川小・大林由佳  


